
同
部
三
ツ
矢
憲
生
東
京
後
援
会
の
う
ち
３
中

「
三
ッ
矢
憲
生
君
を
励
ま

す
会

1
6¶
6
3
0¶
0
0
0

三
ッ
矢
憲
生
政
経
懇
談

会
1¶
3
2
0¶
0
0
0」

を

「
三
ッ
矢
憲
生
君
を
励
ま

す
会
（
平
成
2
0年
２
月

2
5日
開
催
）

1
6¶
9
3
0¶
0
0
0

三
ッ
矢
憲
生
君
を
励
ま

す
会
（
平
成
2
1年
１
月

1
9日
開
催
）

1¶
0
2
0¶
0
0
0」

に
改
め
、

同
部
三
ツ
矢
憲
生
東
京
後
援
会
の
う
ち
６
中

「
三
ッ
矢
憲
生

君
を
励
ま
す

会
（
4
0
0人
）

1
6¶
6
3
0¶
0
0
0
千
代
田
区

」

を

「
三
ッ
矢
憲
生

君
を
励
ま
す

会
（
平
成
2
0

年
２
月
2
5日

開
催
）（

4
2
0

人
）

1
6¶
9
3
0¶
0
0
0
千
代
田
区

1¶
0
2
0¶
0
0
0
千
代
田
区

に
改
め
、

三
ッ
矢
憲
生

君
を
励
ま
す

会
（
平
成

同
部
み
ど
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
う
ち
３
中

「
個
人
の
党
費
・
会
費

6
7
3¶
0
0
0

（
5
9
2人
）

を

寄
附

6¶
4
6
5¶
5
5
7

個
人
分

1¶
9
1
5¶
5
5
7」

「
個
人
の
党
費
・
会
費

1¶
2
5
7¶
0
0
0

（
5
9
9人
）

に
、

寄
附

6¶
6
0
9¶
5
5
7

個
人
分

2¶
0
5
9¶
5
5
7」 」

同
部
三
ツ
矢
憲
生
東
京
後
援
会
の
う
ち
７
中

三
ッ
矢
憲
生
君
を
励

ま
す
会

三
ッ
矢
憲
生
君
を
励

ま
す
会
（
平
成
2
0年

２
月
2
5日
開
催
）

「「
」」

をに
改
め
、

会
（
平
成
2
1

年
１
月
1
9日

開
催
）（

3
1

人
）

平成™™年�月™Ÿ日 月曜日 第œš›™号官 報
同
部
群
馬
県
中
古
自
動
車
販
売
政
治
連
盟
の
う
ち
１
中

「
収
入
総
額

2¶
0
4
5¶
4
7
8

前
年
繰
越
額

1¶
6
5
5¶
2
8
4」

を

「
収
入
総
額

2¶
0
4
5¶
2
8
7

前
年
繰
越
額

1¶
6
5
5¶
0
9
3」

に
改
め
、

同
部
全
国
す
し
商
団
体
政
治
連
盟
の
う
ち
２
中

「
支
出
総
額

2¶
3
5
6¶
8
8
0」

を

「
支
出
総
額

2¶
3
5
7¶
8
8
0」

に
改
め
、

同
部
全
国
す
し
商
団
体
政
治
連
盟
の
う
ち
４
中

「
経
常
経
費

1¶
7
3
6¶
8
8
0」

を

「
経
常
経
費

1¶
7
3
7¶
8
8
0」

に
改
め
、

「
事
務
所
費

6
0
6¶
7
8
0」

を

「
事
務
所
費

6
0
7¶
7
8
0」

に
改
め
、

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
八
号

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部

が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町
字
沼
田
八
十
四
番
地

三
上

信
彦

同
町
本
通
三
丁
目
百
三
十
三
番
地

北
條

義
夫

同
町
字
恵
比
島
二
百
六
十
五
番
地

宇
野
賢
次
郎

同
町
本
通
六
丁
目
七
十
七
番
地

木
村

次
信

同
町
字
沼
田
八
十
四
番
地

鉈
峰

ト
メ

同
町
南
一
条
二
丁
目
四
十
四
番
地

田

省
吾

同
町
字
浅
野
八
十
一
番
地

野

博

同
町
字
昭
和
官
有
地

佐

弁
吉

同
町
字
真
布
七
十
三
番
地

浦

外
次
郎

同
町
字
高
穂
二
百
六
十
七
番
地

土
居
外
次
郎

同
町
字
共
成
七
十
三
番
地

畑
地

B

同
町
字
浅
野
三
百
四
十
一
番
地

前
田

信
夫

同
町
字
浅
野
三
百
四
十
八
番
地

成
澤
已
代
治

同
町
字
浅
野
二
百
八
十
番
地

阿
部

夘
吉

同
町
字
本
通
四
十
六
番
地

近

Ø
一

同
部
み
ど
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
う
ち
１
中

「
収
入
総
額

9¶
6
9
7¶
2
1
8」

を

「
収
入
総
額

1
0¶
4
2
5¶
7
2
0」

に
、

「
本
年
収
入
額

8¶
5
5
1¶
0
5
9」

を

「
本
年
収
入
額

9¶
2
7
9¶
5
6
1」

に
改
め
、

「
そ
の
他
の
収
入

8
5
1¶
0
0
2」

を

「
そ
の
他
の
収
入

8
5
1¶
5
0
4」

に
、

「
一
件
十
万
円
未
満
の

6
5
2

も
の

」

を
「
一
件
十
万
円
未
満
の

1¶
1
5
4

も
の

」
に
改
め
、

同
部
み
ど
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
う
ち
５
中

「
年
間
五
万
円

4
6
0¶
2
2
0

以
下
の
も
の

」

を

「
年
間
五
万
円

6
0
4¶
2
2
0

以
下
の
も
の

」

に
改
め
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ

た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た

め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
」

（
昭
和
五
十
八
年
条
約
第
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
適
用
さ
れ
る
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
の
附
属
書
Ô
の
一
部
は
、
同
条

約
第
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、

同
改
正
は
、
同
条
の
規
定
に
従
い
、
平
成
十
四
年
一
月
一

日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
付
け
国
際
海
事
機
関
事

務
局
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

附
属
書
Ô
の
付
録
中
、「
海
産
食
物
の
腐
敗
を
も
た
ら
す

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
（
Ａ
欄
（
注
１
）の
有
害
度
が「
Ｔ
）」

の
条
項
を
削
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
五
号

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十

六
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
原
子
力
事
故
の
早
期

通
報
に
関
す
る
条
約
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
二
年
四
月

二
十
九
日
に
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
九
日
に

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
付
け
国
際
原
子
力
機
関
事

務
局
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
六
号

平
成
二
十
二
年
二
月
十
一
日
に
カ
イ
ロ
で
、
太
陽
光
を

活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
た
め
の
贈

与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
エ
ジ
プ
ト
・
ア

ラ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
三
日
に
効

力
を
生
じ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

太
陽
光
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

九
億
七
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

石
川
薫
在
エ
ジ
プ
ト
大
使

エ
ジ
プ
ト
側

フ
ァ
イ
ザ
・
ア
ブ
ル
ナ
ガ
国
際
協
力
大

臣

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
七
号

ガ
ボ
ン
共
和
国
政
府
は
、
平
成
九
年
九
月
五
日
に

ウ
ィ
ー
ン
で
採
択
さ
れ
た
「
使
用
済
燃
料
管
理
及
び
放
射

性
廃
棄
物
管
理
の
安
全
に
関
す
る
条
約
」
の
加
入
書
を
平

成
二
十
二
年
四
月
二
十
九
日
に
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局

長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成
二
十
二
年

七
月
二
十
八
日
に
ガ
ボ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず

る
。（

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日
付
け
国
際
原
子
力
機
関
事

務
局
長
書
簡
）

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
八
号

平
成
二
十
二
年
六
月
十
七
日
に
カ
ン
パ
ラ
で
、
中
央
ウ

ガ
ン
ダ
地
域
医
療
施
設
改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
政
府
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

中
央
ウ
ガ
ン
ダ
地
域
医
療

施
設
改
善
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及

び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
七
億
四
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

加
藤
圭
一
在
ウ
ガ
ン
ダ
大
使

ウ
ガ
ン
ダ
側

サ
イ
ダ
・
ブ
ン
バ
財
務
・
計
画
・
経
済

開
発
大
臣

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

仙
谷

由
人

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

政
党政

治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

民
主
党

代
表
者
の
氏
名

菅

Æ
人

鳩
山
由
紀
夫

二
二
、

六
、

四

š
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